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令和元年度第１回帯広市消費生活審議会 議事要旨 

 

１ 日 時 

令和元年 7月 29日（月）13：30～14：40 

 

２ 場 所 

帯広市役所 10階 第 2会議室 

 

３ 出席者 

【委 員 11人】 

 野崎委員（会長）、村上委員（副会長）、会木委員、大久津委員、太田委員、酒井委員、      

戸出委員、所委員、中野委員、中村委員、野村委員 

 

  【帯広市 4人】 

   野原市民活動部長、大林安心安全推進課長、杉山安心安全推進課長補佐、 

佐藤消費生活調査員 

 

４ 会議次第 

 (１)開会 

 (２)会長挨拶 

 (３)議事 

   ①審議事項 

    次期帯広市消費生活基本計画素案について 

   ②報告事項 

    次期帯広市消費生活基本計画策定スケジュールについて 

   ③その他 

 (４)閉会 

 

５ 配付資料 

 資料１ 次期帯広市消費生活基本計画の策定の考え方について 

 資料２ 現行計画と次期帯広市消費生活基本計画（素案）比較表 

 資料３ 第 2期帯広市消費生活基本計画 

 資料４ 次期帯広市消費生活基本計画策定スケジュール 

 提出用 次期帯広市消費生活基本計画（素案）に対する意見等提出書 

 

６ 議事要旨 

 （１）議事①審議事項 次期帯広市消費生活基本計画素案について、事務局から報告、説明し

た。 

    委員からは、 

・SDGsの取組みや計画との関連性 

    ・計画における高齢者の定義づけ 

  ・成年年齢の引下げを見据えた対応 

  などについて質問があり、事務局より回答した。 
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  また、委員からは、 

   

・市民が問題に遭遇した時に公に見られる FAQ のようなものを立ち上げていただける

と、こういう場合はどうすればいいと、ルートを示してあげることで問題を整理させら

れるのではないか。 

 

・学校現場の実態を捉えながら、また現場の先生方の意見も伺いながら、学校の授業や

空き時間等を活用した講座や、子ども向けや親子で見られる啓発パンフレットの作成

など新たな消費者教育啓発を実現してほしい。 

 

・食品ロスや、廃プラスチック問題の啓発等についても検討していってはどうか。 

 

などの意見があった。 

  

（２）議事②報告事項 次期帯広市消費生活基本計画策定スケジュールについて、事務 

局より報告し、委員から質問、意見等はなかった。 

     

 （３）議事③その他について、委員から質問、意見等はなかった。 

 

 （４）閉会 

      

      


